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(57)【要約】
【課題】遊技機の外観の印象を容易に変更することが求 
められている。
【解決手段】本開示の遊技機１０では、前面扉１３の右 
側辺部に取り付けられた可動役物ユニット３０に、装飾 
カバー６０が取り付けられる。装飾カバー６０は、可動 
役物ユニット３０に右側（外側）から重なる外側カバー 
部６１と、可動役物ユニット３０に左側（内側）から重 
なる内側カバー部７０と、を有している。外側カバー部 
６１と内側カバー部７０とは共に可撓性を有する樹脂成 
形板であり、外側カバー部６１の後端部には、板金から 
なる固定具６５が取り付けられている。また、外側カバ 
ー部６１は着色されている一方、内側カバー部７０は透 
明になっている。
【選択図】図４

審査請求　未請求　請求項の数　1　　ＯＬ　（全13頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ベ ー ス 部 か ら 突 出 す る 装 飾 突 出 部 を 備 え る 遊 技 機 で あ っ て 、
前 記 装 飾 突 出 部 の 外 面 の 少 な く と も 一 部 を 覆 う 装 飾 カ バ ー を 備 え る 遊 技 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 開 示 は 、 遊 技 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 、 こ の 種 の 遊 技 機 と し て 、 装 飾 が 施 さ れ て い る 遊 技 機 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許  
文 献 １ 参 照 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ６ － ２ ０ ９ ７ １ １ 号 公 報 （ 図 ２ 等 ）
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
上 述 し た 従 来 の 遊 技 機 に お い て は 、 外 観 の 印 象 を 容 易 に 変 更 す る こ と が 求 め ら れ て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 開 示 の 遊 技 機 は 、 ベ ー ス 部 か ら 突 出 す る 装 飾 突 出 部 を 備 え る 遊 技 機 で あ っ て 、 前 記 装 飾  
突 出 部 の 外 面 の 少 な く と も 一 部 を 覆 う 装 飾 カ バ ー を 備 え る 遊 技 機 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 開 示 に 係 る 遊 技 機 に よ れ ば 、 装 飾 カ バ ー を 取 り 付 け る こ と に よ り 外 観 の 印 象 を 容 易 に 変  
更 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 図 １ 】 本 開 示 に 係 る 遊 技 機 の 斜 視 図
【 図 ２ 】 上 部 役 物 構 成 部 の 概 要 図
【 図 ３ 】 可 動 役 物 ユ ニ ッ ト の 側 面 図
【 図 ４ 】 装 飾 カ バ ー と 遊 技 機 と の 斜 視 図
【 図 ５ 】 装 飾 カ バ ー と 遊 技 機 と の 斜 視 図
【 図 ６ 】 装 飾 カ バ ー の 斜 視 図
【 図 ７ 】 装 飾 カ バ ー の 斜 視 図
【 図 ８ 】 装 飾 カ バ ー の 側 面 図
【 図 ９ 】 装 飾 カ バ ー の 下 面 図
【 図 １ ０ 】 装 飾 カ バ ー の 背 面 図
【 図 １ １ 】 装 飾 カ バ ー の 断 面 図
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
以 下 、 図 １ ～ 図 １ １ を 参 照 し て 、 本 開 示 の パ チ ン コ 遊 技 機 １ ０ （ 以 下 、 「 遊 技 機 １ ０ 」 と  
い う 。 ） に つ い て 説 明 す る 。 以 下 の 説 明 に お い て 遊 技 機 １ ０ の う ち 遊 技 者 に 近 い 側 を 「 前  
側 」 、 そ の 反 対 側 を 「 後 側 」 と い い 、 遊 技 機 １ ０ の う ち 、 そ の 前 側 か ら 対 峙 し た 遊 技 者 に  
と っ て の 「 右 側 」 及 び 「 左 側 」 を 単 に 「 右 側 」 及 び 「 左 側 」 と い う こ と と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 遊 技 機 １ ０ は 、 遊 技 盤 １ １ と 、 遊 技 盤 １ １ を 支 持 す る 支  
持 枠 １ ２ と 、 そ の 支 持 枠 １ ２ の 前 面 を 覆 う 前 面 扉 １ ３ と を 有 し 、 前 面 扉 １ ３ の 窓 部 １ ３ Ｗ  
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を 通 し て 遊 技 盤 １ １ の 前 面 に 形 成 さ れ た 遊 技 領 域 Ｒ １ が 視 認 可 能 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
遊 技 領 域 Ｒ １ に は 、 図 示 し な い 始 動 入 賞 口 と 大 入 賞 口 が 備 え ら れ 、 始 動 入 賞 口 に 遊 技 球 が  
入 球 す る と 当 否 判 定 が 行 わ れ る 。 当 否 判 定 の 結 果 は 、 遊 技 領 域 Ｒ １ に 設 け ら れ た 表 示 部 （  
図 示 せ ず ） に て 、 そ の 結 果 に 基 づ い た 演 出 と 共 に 表 示 さ れ る 。 大 入 賞 口 は 、 通 常 は 、 可 動  
扉 等 で 閉 塞 さ れ て 遊 技 球 が 入 球 困 難 な 状 態 に な っ て い て 、 上 記 当 否 判 定 の 結 果 が 当 り と な  
っ た と き に 開 放 さ れ て 遊 技 球 が 入 球 可 能 な 状 態 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
前 面 扉 １ ３ は 、 前 方 か ら 見 る と 支 持 枠 １ ２ の 前 面 略 全 体 を 覆 う 縦 長 の 矩 形 状 を な し 、 支 持  
枠 １ ２ と 左 辺 部 同 士 を ヒ ン ジ 結 合 さ れ て い る 。 前 面 扉 １ ３ は 、 通 常 時 は 支 持 枠 １ ２ に 重 ね  
ら れ た 状 態 （ 閉 じ た 状 態 ） で 右 下 の 施 錠 部 １ ０ Ｋ に て 施 錠 さ れ て い る 。 前 面 扉 １ ３ の 窓 部  
１ ３ Ｗ は 、 前 面 扉 １ ３ に 形 成 さ れ た 開 口 １ ３ Ａ に 後 面 側 か ら ア ク リ ル 板 や ガ ラ ス 板 な ど の  
透 光 板 １ ３ Ｂ を 重 ね て 固 定 す る こ と に よ り 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
前 面 扉 １ ３ の う ち 窓 部 １ ３ Ｗ よ り 下 方 に は 、 上 皿 １ ４ 及 び 下 皿 １ ５ が 上 下 に 並 べ て 設 け ら  
れ る と 共 に 、 下 皿 １ ５ の 右 方 に 操 作 ノ ブ １ ６ が 設 け ら れ て い る 。 操 作 ノ ブ １ ６ を 回 動 操 作  
す る と 、 上 皿 １ ４ に 貯 留 さ れ た 遊 技 球 が 遊 技 領 域 Ｒ １ に 向 け て 弾 き 出 さ れ る 。 ま た 、 上 述  
し た 始 動 入 賞 口 及 び 大 入 賞 口 に 遊 技 球 が 入 球 す る と 、 賞 球 が 上 皿 １ ４ に 払 い 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 前 面 扉 １ ３ の 上 部 に は 、 前 方 に 突 出 し た 上 部 役 物 構 成 部 ２ ０  
が 備 え ら れ て い る 。 上 部 役 物 構 成 部 ２ ０ は 、 上 方 に 開 放 し た ケ ー ス 部 材 ２ １ に １ 対 の 可 動  
役 物 ２ ２ を 収 容 し て な る 。 １ 対 の 可 動 役 物 ２ ２ は 、 左 右 横 並 び に 配 置 さ れ 、 そ れ ら の 上 端  
部 同 士 が ヒ ン ジ ２ ２ Ｈ を 介 し て 結 合 さ れ て い る 。 １ 対 の 可 動 役 物 ２ ２ は 、 通 常 状 態 で は 、  
図 ２ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 ケ ー ス 部 材 ２ １ の 上 方 開 口 を 閉 塞 し て い て 、 特 定 の 演 出 条 件 が  
成 立 し た と き （ 例 え ば 、 上 記 当 否 判 定 が 当 り と な っ た と き 等 ） に 、 ヒ ン ジ ２ ２ Ｈ を 中 心 に  
上 方 に 回 転 し て ケ ー ス 部 材 ２ １ の 外 側 に 突 出 し 、 図 ２ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 合 体 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 前 面 扉 １ ３ の 右 側 辺 部 に は 、 可 動 役 物 ユ ニ ッ ト ３ ０ が 取 り 付 け ら れ て  
い る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 可 動 役 物 ユ ニ ッ ト ３ ０ は 、 固 定 ベ ー ス ３ １ と 、 第 １ 可 動 部 材 ４  
０ と 、 第 ２ 可 動 部 材 ５ ０ と 、 を 備 え て い る 。 第 １ 可 動 部 材 ４ ０ と 第 ２ 可 動 部 材 ５ ０ は 共 に  
、 上 下 方 向 に 沿 っ て 長 く な っ た 形 状 を な し て い る 。 そ し て 、 第 １ 可 動 部 材 ４ ０ と 第 ２ 可 動  
部 材 ５ ０ は 、 そ の 長 手 方 向 が 鉛 直 方 向 に 対 し て 前 側 に 若 干 傾 斜 す る よ う に 設 け ら れ 、 当 該  
傾 斜 し た 方 向 に 沿 っ て 移 動 す る 。 図 ３ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 第 １ 可 動 部 材 ４ ０ は 、 通 常 は  
、 可 動 ス ト ロ ー ク の 最 も 下 側 に 配 置 さ れ 、 第 ２ 可 動 部 材 ５ ０ は 、 通 常 は 、 可 動 ス ト ロ ー ク  
の 最 も 下 側 に 配 置 さ れ る 。 以 下 で は 、 第 １ 可 動 部 材 ４ ０ が 最 も 下 側 に 配 置 さ れ た 位 置 を 第  
１ 始 端 位 置 （ 図 ３ （ Ａ ） に 示 す 第 １ 可 動 部 材 ４ ０ の 位 置 ） 、 最 も 上 側 に 配 置 さ れ た 位 置 を  
第 １ 終 端 位 置 （ 図 ３ （ Ｂ ） ， 図 ３ （ Ｃ ） に 示 す 第 １ 可 動 部 材 ４ ０ の 位 置 ） と 称 し 、 第 ２ 可  
動 部 材 ５ ０ が 最 も 下 側 に 配 置 さ れ た 位 置 を 第 ２ 始 端 位 置 （ 図 ３ （ Ａ ） ， 図 ３ （ Ｂ ） に 示 す  
第 ２ 可 動 部 材 ５ ０ の 位 置 ） 、 最 も 上 側 に 配 置 さ れ た 位 置 を 第 ２ 終 端 位 置 （ 図 ３ （ Ｃ ） に 示  
す 第 ２ 可 動 部 材 ５ ０ の 位 置 ） と 称 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 １ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 固 定 ベ ー ス ３ １ は 、 前 面 扉 １ ３ に 固 定 さ れ 、 前 面 扉 １ ３ の 右  
側 辺 部 か ら 前 側 に 突 出 し て い る 。 具 体 的 に は 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 固 定 ベ ー ス ３  
１ は 、 左 右 方 向 で 偏 平 に な っ て い て 、 前 面 扉 １ ３ の 右 側 辺 部 の う ち 上 部 役 物 構 成 部 ２ ０ に  
隣 接 す る 位 置 か ら 窓 部 １ ３ Ｗ の 下 端 部 近 傍 の 高 さ ま で に 沿 っ て 延 在 す る 第 １ ケ ー ス 部 ３ ２  
と 、 第 １ ケ ー ス 部 ３ ２ に お け る 下 側 部 分 か ら 前 側 に 迫 り 出 し た 第 ２ ケ ー ス 部 ３ ３ と 、 で 構  
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
第 １ ケ ー ス 部 ３ ２ は 、 上 部 役 物 構 成 部 ２ ０ に 隣 接 す る 位 置 か ら 下 方 に 延 び た 側 縁 装 飾 部 ３  
２ Ａ と 、 側 縁 装 飾 部 ３ ２ Ａ の 下 方 に 配 さ れ 、 側 縁 装 飾 部 ３ ２ Ａ よ り も 前 方 へ 突 出 し た 突 出  
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装 飾 部 ３ ２ Ｂ と 、 を 備 え て い る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 突 出 装 飾 部 ３ ２ Ｂ は 、 側 縁 装 飾 部 ３  
２ Ａ の 下 端 部 か ら 下 り な が ら 前 方 へ 延 び た 第 １ 外 縁 部 ３ ２ Ｂ １ と 、 第 １ 外 縁 部 ３ ２ Ｂ １ の  
前 端 か ら 鉛 直 下 方 に 延 び た 第 ２ 外 縁 部 ３ ２ Ｂ ２ と 、 第 ２ 外 縁 部 ３ ２ Ｂ ２ の 下 端 か ら 後 方 に  
戻 り な が ら 第 ２ ケ ー ス 部 ３ ３ の 上 縁 部 ま で 下 方 に 延 び た 第 ３ 外 縁 部 ３ ２ Ｂ ３ と 、 を 有 し て  
い る 。 こ の 第 １ ケ ー ス 部 ３ ２ は 、 第 １ 可 動 部 材 ４ ０ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 ５ ０ の 後 側 に 配 置 さ  
れ て 、 第 １ 可 動 部 材 ４ ０ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 ５ ０ を 駆 動 す る た め の モ ー タ 等 （ 図 示 せ ず ） を  
収 容 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
第 ２ ケ ー ス 部 ３ ３ は 、 第 １ ケ ー ス 部 ３ ２ の 第 ３ 外 縁 部 ３ ２ Ｂ ３ の 下 端 部 か ら 前 方 に 延 び た  
第 １ 外 縁 部 ３ ３ Ａ と 、 第 １ 外 縁 部 ３ ３ Ａ の 前 端 か ら 後 方 に 戻 り な が ら 下 方 に 延 び た 第 ２ 外  
縁 部 ３ ３ Ｂ と 、 を 有 し て い る 。 第 ２ 外 縁 部 ３ ３ Ｂ の 下 端 部 は 、 前 面 扉 １ ３ の う ち 窓 部 １ ３  
Ｗ よ り 下 方 部 分 へ 連 な っ て い る 。 第 ２ ケ ー ス 部 ３ ３ は 、 上 側 に 開 放 し た 開 口 ３ ３ Ｋ を 上 部  
に 有 し 、 第 １ 始 端 位 置 に 配 置 さ れ た 第 １ 可 動 部 材 ４ ０ の 下 側 部 分 と 第 ２ 始 端 位 置 に 配 置 さ  
れ た 第 ２ 可 動 部 材 ５ ０ の 全 体 を 収 容 す る 。 な お 、 第 ２ ケ ー ス 部 ３ ３ は 、 剣 の 鞘 を 象 る よ う  
に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ３ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 １ 可 動 部 材 ４ ０ は 、 持 ち 手 を 上 向 き に し た 剣 を 象 っ た 形 状 を  
な し て 、 剣 の 持 ち 手 を 象 っ た 第 １ 装 飾 部 ４ １ と 、 剣 の 鍔 を 象 っ た 第 ２ 装 飾 部 ４ ２ と 、 剣 の  
刃 を 象 っ た 第 ３ 装 飾 部 ４ ３ と 、 を 備 え 、 全 体 的 に 、 左 右 方 向 で 偏 平 に な っ て い る 。 図 ３ （  
Ｃ ） に 示 す よ う に 、 第 ２ 可 動 部 材 ５ ０ は 、 第 １ 可 動 部 材 ４ ０ の 第 ３ 装 飾 部 ４ ３ を 外 側 か ら  
囲 む 扁 平 筒 状 に 形 成 さ れ 、 外 面 に 剣 の 刃 の 一 部 を 象 っ た 装 飾 が 施 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
第 １ 可 動 部 材 ４ ０ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 ５ ０ は 、 第 ２ 可 動 部 材 ５ ０ が 第 １ 可 動 部 材 ４ ０ の 第 ３  
装 飾 部 ４ ３ を 外 側 か ら 囲 ん だ 状 態 で 、 固 定 ベ ー ス ３ １ の 第 ２ ケ ー ス 部 ３ ３ に 収 容 さ れ て い  
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ れ ら 第 １ 可 動 部 材 ４ ０ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 ５ ０ は 、 常 に は 、 第 １ 始 端 位 置 及 び 第 ２ 始 端 位  
置 に 配 さ れ て い る （ 図 ３ （ Ａ ） 参 照 ） 。 即 ち 、 常 に は 、 可 動 役 物 ユ ニ ッ ト ３ ０ は 、 第 １ 可  
動 部 材 ４ ０ の 第 １ 装 飾 部 ４ １ と 第 ２ 装 飾 部 ４ ２ と の み が 固 定 ベ ー ス ３ １ の 第 ２ ケ ー ス 部 ３  
３ の 外 側 に 配 さ れ た 待 機 状 態 （ 剣 が 鞘 に 収 ま っ た 状 態 ） に な っ て い る 。 そ し て 、 特 定 の 演  
出 条 件 が 成 立 し た と き （ 例 え ば 、 上 記 当 否 判 定 が 当 り と な っ た と き 等 ） に 、 図 ３ （ Ｂ ） に  
示 す よ う に 第 １ 可 動 部 材 ４ ０ の み が 第 １ 終 端 位 置 に 移 動 し て 、 第 １ 可 動 部 材 ４ ０ の 第 ３ 装  
飾 部 ４ ３ が 固 定 ベ ー ス ３ １ の 第 ２ ケ ー ス 部 ３ ３ か ら 飛 び 出 し た 第 １ 演 出 状 態 （ 剣 が 抜 か れ  
た 状 態 ） に な っ た り 、 図 ３ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 第 １ 可 動 部 材 ４ ０ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 ５ ０ が  
第 １ 終 端 位 置 及 び 第 ２ 終 端 位 置 に 移 動 し て 、 第 １ 可 動 部 材 ４ ０ の 第 ３ 装 飾 部 ４ ３ 及 び 第 ２  
可 動 部 材 ５ ０ が 固 定 ベ ー ス ３ １ の 第 ２ ケ ー ス 部 ３ ３ か ら 飛 び 出 し た 第 ２ 演 出 状 態 に な る 。  
な お 、 第 ２ 演 出 状 態 で は 、 第 １ 可 動 部 材 ４ ０ の 第 ３ 装 飾 部 ４ ３ が 第 ２ 可 動 部 材 ５ ０ に よ り  
囲 ま れ て 、 第 １ 演 出 状 態 よ り も 太 い 剣 が 抜 か れ た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 の 遊 技 機 １ ０ で は 、 第 １ 可 動 部 材 ４ ０ は 、 モ ー タ ー （ 図 示 せ ず ） の 駆 動  
に よ っ て 可 動 す る 可 動 演 出 部 材 と し て の 役 割 だ け で な く 、 遊 技 者 に よ っ て 操 作 さ れ る 操 作  
部 材 と し て の 役 割 も 担 っ て い る 。 本 実 施 形 態 の 例 で は 、 第 １ 可 動 部 材 ４ ０ に 対 し 、 第 １ 始  
端 位 置 か ら 第 １ 終 端 位 置 側 へ 移 動 さ せ る 「 引 抜 操 作 」 と 、 第 １ 終 端 位 置 か ら 第 １ 始 端 位 置  
側 へ 移 動 さ せ る 「 押 込 操 作 」 の ２ 種 類 の 操 作 が 行 わ れ る 。 な お 、 第 １ 可 動 部 材 ４ ０ は 、 停  
止 し て い る 状 態 で は 、 モ ー タ ー （ 図 示 せ ず ） の 励 磁 に よ っ て 位 置 が 固 定 さ れ て い て 、 第 １  
可 動 部 材 ４ ０ の 操 作 時 に そ の 励 磁 を 解 除 す る た め に 第 １ 可 動 部 材 ４ ０ の 操 作 を 検 出 す る 操  
作 用 セ ン サ （ 図 示 せ ず ） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ こ で 、 図 １ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 遊 技 機 １ ０ で は 、 可 動 役 物 ユ ニ ッ ト ３  
０ に 、 図 ６ に 示 さ れ る 装 飾 カ バ ー ６ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 装 飾 カ バ ー ６ ０ は 、 可 動 役  
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物 ユ ニ ッ ト ３ ０ に 右 側 （ 外 側 ） か ら 重 な る 外 側 カ バ ー 部 ６ １ と 、 可 動 役 物 ユ ニ ッ ト ３ ０ に  
左 側 （ 内 側 ） か ら 重 な る 内 側 カ バ ー 部 ７ ０ と 、 を 有 し て い る 。 外 側 カ バ ー 部 ６ １ と 内 側 カ  
バ ー 部 ７ ０ と は 共 に 可 撓 性 を 有 す る 樹 脂 成 形 板 で あ り 、 本 実 施 形 態 で は 、 外 側 カ バ ー 部 ６  
１ は 着 色 さ れ て い る 一 方 、 内 側 カ バ ー 部 ７ ０ は 透 明 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 １ 、 図 ４ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 外 側 カ バ ー 部 ６ １ は 、 固 定 ベ ー ス ３ １ の 右 側 面 の 全 体  
を 覆 い 、 外 側 第 １ 構 成 部 ６ ２ と 、 外 側 第 ２ 構 成 部 ６ ３ と 、 外 側 第 ３ 構 成 部 ６ ４ と 、 を 有 し  
て い る 。 詳 細 に は 、 外 側 第 １ 構 成 部 ６ ２ は 、 固 定 ベ ー ス ３ １ に お け る 第 １ ケ ー ス 部 ３ ２ の  
う ち 側 縁 装 飾 部 ３ ２ Ａ の 右 側 面 を 覆 い 、 外 側 第 ２ 構 成 部 ６ ３ は 、 固 定 ベ ー ス ３ １ の 第 １ ケ  
ー ス 部 ３ ２ に お け る 突 出 装 飾 部 ３ ２ Ｂ の う ち 第 ２ ケ ー ス 部 ３ ３ よ り 上 方 部 分 の 右 側 面 を 覆  
い 、 外 側 第 ３ 構 成 部 ６ ４ は 、 固 定 ベ ー ス ３ １ の 第 ２ ケ ー ス 部 ３ ３ と 、 第 １ ケ ー ス 部 ３ ２ の  
う ち 第 ２ ケ ー ス 部 ３ ３ の 後 方 部 分 と 、 を 覆 う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ３ 、 図 ５ 及 び 図 ７ に 示 す よ う に 、 内 側 カ バ ー 部 ７ ０ は 、 固 定 ベ ー ス ３ １ の う ち 第 １ ケ ー  
ス 部 ３ ２ の 左 側 面 の 一 部 を 覆 う 内 側 第 １ 構 成 部 ７ １ と 、 第 ２ ケ ー ス 部 ３ ３ の 左 側 面 の 大 半  
を 覆 う 内 側 第 ２ 構 成 部 ７ ２ と 、 を 有 し て い る 。 内 側 第 １ 構 成 部 ７ １ は 、 第 １ ケ ー ス 部 ３ ２  
の 左 側 面 の う ち 突 出 装 飾 部 ３ ２ Ｂ の 第 １ 外 縁 部 ３ ２ Ｂ １ の 前 側 部 分 か ら 第 ３ 外 縁 部 ３ ２ Ｂ  
３ に 沿 っ て 後 下 方 に 第 １ ケ ー ス 部 ３ ２ の 後 端 部 ま で 延 び て い る 。 内 側 第 ２ 構 成 部 ７ ２ は 、  
内 側 第 １ 構 成 部 ７ １ の 下 側 部 分 の 前 方 に 配 さ れ 、 第 ２ ケ ー ス 部 ３ ３ の 第 １ 外 縁 部 ３ ３ Ａ 及  
び 第 ２ 外 縁 部 ３ ３ Ｂ に 沿 っ た 第 １ 外 縁 部 ７ １ Ａ 及 び 第 ２ 外 縁 部 ７ １ Ｂ を 備 え 、 第 ２ ケ ー ス  
部 ３ ３ の 左 側 面 の う ち 下 端 部 以 外 の 全 体 を 覆 う 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す よ う に 、 外 側 カ バ ー 部 ６ １ と 内 側 カ バ ー 部 ７ ０ と は 、 前 端 同 士 が 互 い  
に 近 づ く よ う に 湾 曲 し て ネ ジ 止 め に よ り 固 定 さ れ て い て 、 装 飾 カ バ ー ６ ０ は 、 全 体 的 に 、  
後 方 が 開 放 し た 「 Ｕ 」 字 状 を な し て い る 。 詳 細 に は 、 装 飾 カ バ ー ６ ０ は 、 外 側 カ バ ー 部 ６  
１ の 外 側 第 ３ 構 成 部 ６ ４ の 前 端 部 と 、 内 側 カ バ ー 部 ７ ０ の 内 側 第 ２ 構 成 部 ７ ２ の 前 端 部 と  
、 が 連 結 さ れ る 下 側 連 結 部 ６ ０ Ａ と 、 外 側 カ バ ー 部 ６ １ の 外 側 第 ２ 構 成 部 ６ ３ の 前 側 上 端  
部 と 内 側 カ バ ー 部 ７ ０ の 内 側 第 １ 構 成 部 ７ １ の 上 端 部 と が 、 連 結 さ れ る 上 側 連 結 部 ６ ０ Ｂ  
と 、 を 有 し て い る 。 ま た 、 装 飾 カ バ ー ６ ０ に は 、 下 側 連 結 部 ６ ０ Ａ と 上 側 連 結 部 ６ ０ Ｂ と  
の 間 に 、 外 側 カ バ ー 部 ６ １ の 外 側 第 ２ 構 成 部 ６ ３ 及 び 外 側 第 ３ 構 成 部 ６ ４ の 前 側 外 縁 と 、  
内 側 カ バ ー 部 ７ ０ の 内 側 第 １ 構 成 部 ７ １ 及 び 内 側 第 ２ 構 成 部 ７ ２ の 前 側 外 縁 と 、 に 囲 ま れ  
た カ バ ー 開 口 ６ ０ Ｋ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 装 飾 カ バ ー ６ ０ で は 、  
内 側 カ バ ー 部 ７ ０ の 後 端 が 、 外 側 カ バ ー 部 ６ １ の 後 端 よ り 僅 か に 前 方 に 配 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す よ う に 、 外 側 カ バ ー 部 ６ １ と 内 側 カ バ ー 部 ７ ０ と で は 、 内 側 カ バ ー 部  
７ ０ の 方 が 外 側 カ バ ー 部 ６ １ よ り も 凹 凸 が 多 く 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 図 ９ ～ 図 １ １ に 示  
す よ う に 、 外 側 カ バ ー 部 ６ １ は 全 体 的 に 比 較 的 平 坦 に な っ て い る の に 対 し 、 内 側 カ バ ー 部  
７ ０ は 左 方 へ 膨 出 す る と 共 に 後 端 部 が 後 方 へ 向 か う に つ れ て 右 方 へ 寄 る よ う に 傾 斜 し て い  
て 、 装 飾 カ バ ー ６ ０ の 後 端 部 は 先 窄 み に な っ て い る 。 な お 、 内 側 カ バ ー 部 ７ ０ の 後 端 部 の  
一 部 は 前 後 方 向 に 真 っ 直 ぐ 延 び て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ８ に 示 す よ う に 、 装 飾 カ バ ー ６ ０ の う ち 外 側 カ バ ー 部 ６ １ の 後 端 部 に は 、 板 金 か ら な る  
固 定 具 ６ ５ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 固 定 具 ６ ５ は 、 外 側 カ バ ー 部 ６ １ の う ち 、 外 側 第 １ 構  
成 部 ６ ２ の 上 端 寄 り 位 置 と 、 外 側 第 ２ 構 成 部 ６ ３ の 上 下 方 向 の 中 央 部 と 、 外 側 第 ３ 構 成 部  
６ ４ の 下 端 部 と 、 の ３ 箇 所 に １ ０ ｃ ｍ 以 上 間 隔 を 空 け て 配 さ れ て い る 。 固 定 具 ６ ５ は 、 前  
後 方 向 に 延 び た 主 板 部 ６ ５ Ａ と 、 主 板 部 ６ ５ Ａ の 後 端 を 左 方 へ 曲 げ て な る フ ッ ク 部 ６ ５ Ｂ  
と 、 を 有 し て い る 。 フ ッ ク 部 ６ ５ Ｂ の 先 端 は 前 方 へ 折 り 返 さ れ た 返 し 部 ６ ５ Ｃ と な っ て い  
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
固 定 具 ６ ５ は 、 外 側 カ バ ー 部 ６ １ の 内 面 に 前 後 方 向 に ス ラ イ ド 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 固  
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定 具 ６ ５ の 主 板 部 ６ ５ Ａ の 後 端 部 に は 、 上 下 方 向 に 延 び た ス リ ッ ト ６ ５ Ｓ が ２ 本 前 後 方 向  
で 並 ん で 形 成 さ れ て い る 。 外 側 カ バ ー 部 ６ １ に は 、 固 定 具 ６ ５ の ス リ ッ ト ６ ５ Ｓ に 係 合 可  
能 な 係 合 突 部 ６ ６ が 設 け ら れ て い る 。 図 ６ に 示 す よ う に 、 係 合 突 部 ６ ６ は 、 外 側 カ バ ー 部  
６ １ の 後 端 部 に 「 コ 」 の 字 状 の ス リ ッ ト ６ ７ に よ り ３ 辺 が 切 り 離 さ れ て 形 成 さ れ た 弾 性 片  
６ ８ の 先 端 （ 後 側 端 部 ） に 配 さ れ 、 固 定 具 ６ ５ の ス リ ッ ト ６ ５ Ｓ に 係 合 す る こ と で 固 定 具  
６ ５ を 位 置 決 め す る 。 固 定 具 ６ ５ は 、 前 側 の ス リ ッ ト ６ ５ Ｓ が 係 合 突 部 ６ ６ と 係 合 す る 第  
１ 位 置 と 、 後 側 の ス リ ッ ト ６ ５ Ｓ が 係 合 突 部 ６ ６ と 係 合 す る 第 ２ 位 置 と 、 に 位 置 決 め さ れ  
る 。 固 定 具 ６ ５ が 第 ２ 位 置 に 配 さ れ て い る と き よ り 第 １ 位 置 に 配 さ れ て い る と き の 方 が 、  
外 側 カ バ ー 部 ６ １ の 後 端 か ら 固 定 具 ６ ５ の フ ッ ク 部 ６ ５ Ｂ ま で の 距 離 が 長 く な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
装 飾 カ バ ー ６ ０ は 、 以 下 の よ う に し て 可 動 役 物 ユ ニ ッ ト ３ ０ に 取 り 付 け ら れ る 。 ま ず 、 前  
面 扉 １ ３ を 開 い た 状 態 （ 左 辺 部 を 中 心 に 回 動 し て 支 持 枠 １ ２ か ら 離 れ た 状 態 ） に し 、 装 飾  
カ バ ー ６ ０ を 固 定 具 ６ ５ の 前 側 の ス リ ッ ト ６ ５ Ｓ が 係 合 突 部 ６ ６ に 係 合 し て い る 状 態 に す  
る 。 そ し て 、 装 飾 カ バ ー ６ ０ の カ バ ー 開 口 ６ ０ Ｋ に 、 可 動 役 物 ユ ニ ッ ト ３ ０ の 第 １ 可 動 部  
材 ４ ０ の 第 １ 及 び 第 ２ の 装 飾 部 ４ １ ， ４ ２ を 通 過 さ せ 、 装 飾 カ バ ー ６ ０ の 後 端 部 の 開 口 （  
外 側 カ バ ー 部 ６ １ の 後 端 部 と 内 側 カ バ ー 部 ７ ０ の 後 端 部 ） を 広 げ な が ら そ の 開 口 を 可 動 役  
物 ユ ニ ッ ト ３ ０ の 固 定 ベ ー ス ３ １ の 外 面 に 宛 が い 、 装 飾 カ バ ー ６ ０ を 後 方 へ 押 し 込 ん で い  
く 。 す る と 、 装 飾 カ バ ー ６ ０ が 固 定 ベ ー ス ３ １ を 抱 え 込 む よ う に し て 後 方 に 進 ん で い く 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
そ し て 、 装 飾 カ バ ー ６ ０ の 内 側 カ バ ー 部 ７ ０ の 後 端 面 が 前 面 扉 １ ３ の 透 光 板 １ ３ Ｂ に 隣 接  
し 、 装 飾 カ バ ー ６ ０ の 外 側 カ バ ー 部 ６ １ の 後 端 部 が 固 定 ベ ー ス ３ １ の 後 端 部 に 重 な る と 、  
装 飾 カ バ ー ６ ０ の 固 定 具 ６ ５ の フ ッ ク 部 ６ ５ Ｂ の 全 体 が 、 前 面 扉 １ ３ の 後 端 部 よ り 後 方 に  
際 さ れ た 状 態 に な る 。 こ の 状 態 で 、 固 定 具 ６ ５ を 前 方 へ ス ラ イ ド さ せ 、 固 定 具 ６ ５ の フ ッ  
ク 部 ６ ５ Ｂ を 前 面 扉 １ ３ の 右 側 縁 部 に 係 止 さ せ る （ 図 １ １ 参 照 ） 。 そ の 後 、 前 面 扉 １ ３ を  
閉 じ る 。 こ れ に よ り 装 飾 カ バ ー ６ ０ の 取 り 付 け が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
装 飾 カ バ ー ６ ０ が 可 動 役 物 ユ ニ ッ ト ３ ０ に 取 り 付 け ら れ た 状 態 で は 、 第 １ 可 動 部 材 ４ ０ の  
第 １ 及 び 第 ２ の 装 飾 部 ４ １ ， ４ ２ が カ バ ー 開 口 ６ ０ Ｋ か ら 突 出 し た 状 態 で 、 装 飾 カ バ ー ６  
０ が 固 定 ベ ー ス ３ １ の 外 面 を 覆 っ て い る （ 図 ３ 参 照 ） 。 第 １ 可 動 部 材 ４ ０ 及 び 第 ２ 可 動 部  
材 ５ ０ は 、 カ バ ー 開 口 ６ ０ Ｋ を 通 し て 進 退 可 能 と な っ て い て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 始 端 位 置 と  
第 １ 及 び 第 ２ の 終 端 位 置 と の 間 の 移 動 は 阻 害 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
装 飾 カ バ ー ６ ０ は 、 後 端 部 が 窄 ん で い て 、 固 定 ベ ー ス ３ １ を 抱 え 込 む よ う に 装 着 さ れ て い  
る の で （ 図 １ １ 参 照 ） 、 前 方 へ 抜 け に く く な っ て い る 。 ま た 、 装 飾 カ バ ー ６ ０ は 、 ３ つ の  
固 定 具 ６ ５ に よ り 前 面 扉 １ ３ に 係 止 さ れ て い る 。 こ の 固 定 具 ６ ５ は 、 フ ッ ク 部 ６ ５ Ｂ が 前  
面 扉 １ ３ と 支 持 枠 １ ２ と に 挟 持 さ れ て 、 ス ラ イ ド 不 能 に な っ て い る 。 ま た 、 内 側 カ バ ー 部  
７ ０ の 後 端 は 、 窓 部 １ ３ Ｗ の 透 光 板 １ ３ Ｂ に 近 接 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 装 飾 カ バ ー ６ ０ は 、 外 側 カ バ ー 部 ６ １ が 着 色 さ れ て い る 一 方 、 内 側 カ バ ー 部 ７ ０ が  
透 明 に な っ て い る の で 、 固 定 ベ ー ス ３ １ 本 体 の 右 側 面 の 装 飾 は 視 認 不 能 と な る 一 方 、 左 側  
面 の 装 飾 は 内 側 カ バ ー 部 ７ ０ を 通 し て 視 認 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 可 動 役 物 ユ ニ ッ ト ３ ０ に 装 飾 カ バ ー ６ ０ を 取 り 付 け る こ と  
で 、 可 動 役 物 ユ ニ ッ ト ３ ０ の 印 象 を 容 易 に 変 え る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の 装 飾 カ バ ー ６ ０  
の 装 着 は 、 例 え ば 、 遊 技 機 １ ０ の 遊 技 盤 １ １ を 新 規 の 遊 技 盤 １ １ に 交 換 す る 、 所 謂 、 「 盤  
替 え 」 の 際 に 行 う こ と が 考 え ら れ る 。 即 ち 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 遊 技 盤 １ １ を 交 換 す る  
盤 替 え の 際 に 、 既 存 の 前 面 扉 １ ３ の 可 動 役 物 ユ ニ ッ ト ３ ０ に 装 飾 カ バ ー ６ ０ を 取 り 付 け る  
こ と で 、 外 観 の 印 象 を 変 え る こ と が で き 、 費 用 を か け ず に 新 鮮 味 を 与 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ こ で 、 装 飾 カ バ ー ６ ０ は 、 可 撓 性 を 有 し 、 抱 え 込 む よ う に 取 り 付 け る こ と が で き る の で  
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取 り 付 け 作 業 が 容 易 で あ る 。 ま た 、 装 飾 カ バ ー ６ ０ は 、 固 定 ベ ー ス ３ １ を 抱 え 込 み 、 凹 凸  
に 沿 っ て 取 り 付 け ら れ る の で ず れ に く く な る 。 し か も 、 固 定 具 ６ ５ に よ り 前 面 扉 １ ３ に 係  
止 さ れ る の で よ り 強 固 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ の 装 飾 カ バ ー ６ ０ に は カ バ ー 開 口 ６ ０ Ｋ が 設 け ら れ て い て 、 こ の カ バ ー 開 口 ６ ０ Ｋ か ら  
第 １ 可 動 部 材 ４ ０ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 ５ ０ が 進 退 可 能 と な っ て い る の で 、 装 飾 カ バ ー ６ ０ に  
よ り 第 １ 可 動 部 材 ４ ０ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 ５ ０ の 移 動 が 阻 害 さ れ る こ と が 防 が れ る 。 ま た 、  
移 動 す る 又 は 操 作 さ れ る 第 １ 可 動 部 材 ４ ０ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 ５ ０ を 有 す る 可 動 役 物 ユ ニ ッ  
ト ３ ０ に 装 飾 カ バ ー ６ ０ が 取 り 付 け ら れ る こ と で 、 注 目 さ れ る 部 分 の 印 象 が 変 わ り 、 新 鮮  
味 が 増 す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
さ ら に 、 内 側 カ バ ー 部 ７ ０ と 外 側 カ バ ー 部 ６ １ と は 、 カ バ ー 開 口 ６ ０ Ｋ を 挟 ん で 下 側 連 結  
部 ６ ０ Ａ と 上 側 連 結 部 ６ ０ Ｂ と で 連 結 さ れ て い る の で 、 装 飾 カ バ ー ６ ０ が 撓 み や す く な り  
、 装 着 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
と こ ろ で 、 装 飾 カ バ ー ６ ０ は 、 前 面 扉 １ ３ の 外 側 に 装 着 さ れ て い る た め 、 盗 難 に 遭 う こ と  
も 考 え ら れ る 。 し か し な が ら 、 前 面 扉 １ ３ を 閉 じ た 状 態 で は 、 固 定 具 ６ ５ の フ ッ ク 部 ６ ５  
Ｂ が 前 面 扉 １ ３ と 支 持 枠 １ ２ と に 挟 持 さ れ る の で 固 定 具 ６ ５ が ス ラ イ ド 不 能 と な り 、 装 飾  
カ バ ー ６ ０ が 取 り 外 さ れ る こ と が 防 が れ る 。 し か も 、 固 定 具 ６ ５ の フ ッ ク 部 ６ ５ Ｂ に は 返  
し 部 ６ ５ Ｃ が 形 成 さ れ て い る の で 、 フ ッ ク 部 ６ ５ Ｂ を 外 方 （ 右 方 ） へ 引 き 抜 こ う と し て も  
返 し 部 ６ ５ Ｃ が 前 面 扉 １ ３ の 右 縁 部 に 当 接 し て 引 き 抜 き を 防 止 す る 。 ま た 、 固 定 具 ６ ５ 付  
近 に 手 を か け 、 フ ッ ク 部 ６ ５ Ｂ を ね じ 曲 げ る よ う に し て 引 き 抜 い て 装 飾 カ バ ー ６ ０ が 外 さ  
れ る こ と も 考 え ら れ る が 、 本 実 施 形 態 で は 、 ３ つ の 固 定 具 ６ ５ が 上 下 方 向 の ３ 箇 所 （ 上 端  
部 、 中 間 部 、 下 端 部 ） に 分 散 配 置 さ れ て い る の で 、 全 て の 固 定 具 ６ ５ を 一 人 で 同 時 に 引 き  
抜 く こ と は 難 し く 、 装 飾 カ バ ー ６ ０ が 外 さ れ る こ と が 防 が れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 内 側 カ バ ー 部 ７ ０ の 後 端 部 が 前 面 扉 １ ３ の 窓 部 １ ３ Ｗ の 透 光 板 １ ３ Ｂ に 近 接 し て い  
る の で 、 内 側 カ バ ー 部 ７ ０ の 後 端 部 と 透 光 板 １ ３ Ｂ と の 間 に 指 を か け る こ と が 難 し く 、 こ  
ち ら か ら 装 飾 カ バ ー ６ ０ を は ぎ 取 る こ と も 困 難 で あ る 。 し か も 、 内 側 カ バ ー 部 ７ ０ の 後 端  
部 は 、 内 側 に 膨 出 し て い て 内 側 カ バ ー 部 ７ ０ の 後 端 が 外 側 （ 固 定 ベ ー ス ３ １ 側 ） へ 寄 っ て  
い る の で 、 内 側 カ バ ー 部 ７ ０ の 後 端 が 内 側 を 向 い て い る 場 合 よ り も 、 内 側 カ バ ー 部 ７ ０ の  
後 端 部 と 透 光 板 １ ３ Ｂ と の 間 に 指 を か け る こ と が さ ら に 難 し く な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 の 装 飾 カ バ ー ６ ０ は 、 外 側 カ バ ー 部 ６ １ が 着 色 さ れ て い る 一 方 、 内 側 カ  
バ ー 部 ７ ０ が 透 明 に な っ て い る の で 、 固 定 ベ ー ス ３ １ 本 体 の 右 側 面 の 装 飾 は 視 認 不 能 と な  
る 一 方 、 左 側 面 の 装 飾 は 内 側 カ バ ー 部 ７ ０ を 通 し て 視 認 可 能 と な っ て い る 。 つ ま り 、 装 飾  
カ バ ー ６ ０ は 、 固 定 ベ ー ス ３ １ の 一 部 の 装 飾 （ 左 側 面 の 装 飾 ） を 流 用 し つ つ 他 の 部 分 （ 右  
側 面 ） の 見 た 目 を 変 え て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
［ 他 の 実 施 形 態 ］
（ １ ） 固 定 具 ６ ５ は ２ つ で あ っ て も よ い 。 こ の 場 合 で も 、 １ つ よ り は 取 り 外 し 作 業 が 困 難  
に な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
（ ２ ） 上 記 実 施 形 態 で は 、 装 飾 カ バ ー ６ ０ が 遊 技 機 １ ０ の 外 側 （ 前 面 扉 １ ３ の 外 側 ） に 装  
着 さ れ て い た が 、 遊 技 機 １ ０ の 内 側 （ 例 え ば 、 遊 技 盤 １ １ に 設 け ら れ た 装 飾 部 材 等 ） に 装  
着 さ れ る 構 成 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
（ ３ ） 上 記 実 施 形 態 で は 、 外 側 カ バ ー 部 ６ １ が 着 色 さ れ て い る 一 方 、 内 側 カ バ ー 部 ７ ０ が  
透 明 に な っ て い た が 、 逆 で あ っ て も よ い し 、 外 側 カ バ ー 部 ６ １ と 内 側 カ バ ー 部 ７ ０ と が 共  
に 着 色 さ れ て い た り 、 透 明 で あ っ て も よ い 。



10

20

30

40

50

JP 2022-11463 A 2022.1.17(8)

【 ０ ０ ４ ４ 】
＜ 付 記 ＞
上 記 実 施 形 態 で 例 示 し た 遊 技 機 に は 、 以 下 の 第 １ ～ 第 ３ の 発 明 群 が 含 ま れ て い る と 考 え る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
（ 第 １ の 発 明 群 ）
［ 発 明 １ ］
ベ ー ス 部 か ら 突 出 す る 装 飾 突 出 部 を 備 え る 遊 技 機 で あ っ て 、
前 記 装 飾 突 出 部 の 外 面 の 少 な く と も 一 部 を 覆 う 装 飾 カ バ ー を 備 え 、
前 記 装 飾 カ バ ー は 、 前 記 装 飾 突 出 部 を 第 １ 方 向 の 一 方 側 か ら 覆 う 第 １ カ バ ー 部 と 、 前 記 装  
飾 突 出 部 を 前 記 第 １ 方 向 の 他 方 側 か ら 覆 う 第 ２ カ バ ー 部 と 、 前 記 第 １ カ バ ー 部 と 前 記 第 ２  
カ バ ー 部 と を 前 記 ベ ー ス 部 の 反 対 側 で 連 絡 す る 連 絡 部 と 、 前 記 第 １ カ バ ー 部 の 前 記 ベ ー ス  
部 側 端 部 と 前 記 第 ２ カ バ ー 部 の 前 記 ベ ー ス 部 側 端 部 と の 間 に 設 け ら れ た 取 り 付 け 口 と 、 を  
有 し 、
前 記 装 飾 カ バ ー は 、 前 記 取 り 付 け 口 が 窄 ん で い て 、 前 記 ベ ー ス 部 の 反 対 側 か ら 前 記 ベ ー ス  
部 に 向 け て 押 し 込 ま れ 、 弾 性 変 形 し な が ら 前 記 装 飾 突 出 部 を 抱 え 込 む よ う に 取 り 付 け ら れ  
る 遊 技 機 。
［ 発 明 ２ ］
前 記 第 １ カ バ ー 部 と 前 記 第 ２ カ バ ー 部 と は 別 部 品 で あ り 、 そ れ ら が 前 記 連 結 部 に お い て 連  
結 さ れ て い る 発 明 １ に 記 載 の 遊 技 機 。
［ 発 明 ３ ］
前 記 第 １ カ バ ー 部 と 前 記 第 ２ カ バ ー 部 と の 間 は 、 第 １ の 前 記 連 絡 部 と 、 前 記 第 １ の 連 絡 部  
と の 間 に 開 口 部 を 挟 ん で 配 さ れ た 第 ２ の 前 記 連 絡 部 と 、 に よ り 連 絡 さ れ て い る 発 明 １ 又 は  
２ に 記 載 の 遊 技 機 。
［ 発 明 ４ ］
前 記 装 飾 突 出 部 に は 可 動 部 材 が 設 け ら れ 、
前 記 可 動 部 材 は 、 前 記 開 口 部 に 対 し て 進 退 移 動 可 能 に な っ て い る 発 明 ３ に 記 載 の 遊 技 機 。
［ 発 明 ５ ］
前 記 第 １ カ バ ー 部 と 前 記 第 ２ カ バ ー 部 と の 一 方 は 、 前 記 第 １ カ バ ー 部 と 前 記 第 ２ カ バ ー 部  
と の 他 方 よ り も 凹 凸 が 少 な く な っ て い る 発 明 １ か ら ４ の 何 れ か １ の 発 明 に 記 載 の 遊 技 機 。
［ 発 明 ６ ］
前 記 ベ ー ス 部 は 、 遊 技 領 域 を 視 認 可 能 な 透 明 部 材 か ら な る 窓 部 を 有 す る 前 面 扉 本 体 で あ り  
、
前 記 装 飾 突 出 部 は 、 前 記 前 面 扉 本 体 の う ち 前 記 窓 部 よ り 外 側 の 側 縁 部 か ら 突 出 し 、
前 記 装 飾 カ バ ー に お け る 前 記 第 １ カ バ ー 部 の 前 記 取 り 付 け 口 側 端 部 は 、 前 記 前 面 扉 の 外 縁  
部 に 配 さ れ 、 前 記 第 ２ カ バ ー 部 の 前 記 取 り 付 け 口 側 端 部 は 、 前 記 前 面 扉 本 体 の 前 記 窓 部 に  
近 接 す る 位 置 に 配 さ れ る 発 明 １ か ら ４ の 何 れ か １ の 発 明 に 記 載 の 遊 技 機 。
［ 発 明 ７ ］
前 記 装 飾 カ バ ー に お け る 前 記 第 ２ カ バ ー 部 の 前 記 取 り 付 け 口 側 端 部 は 、 前 記 遊 技 領 域 の 前  
面 に 沿 っ た 内 外 方 向 の 内 側 へ 膨 出 し た 膨 出 部 を 有 す る 発 明 １ か ら ５ の 何 れ か １ の 発 明 に 記  
載 の 遊 技 機 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
（ 第 ２ の 発 明 群 ）
［ 発 明 １ ］
ベ ー ス 部 か ら 突 出 す る 装 飾 突 出 部 を 備 え る 遊 技 機 で あ っ て 、
前 記 装 飾 突 出 部 の 外 面 の 少 な く と も 一 部 を 覆 う 装 飾 カ バ ー を 備 え 、
前 記 装 飾 カ バ ー は 、 一 部 が 透 過 性 を 有 す る 透 過 部 と な っ て い て 、 前 記 装 飾 突 出 部 の 一 部 が  
前 記 透 過 部 を 通 し て 視 認 可 能 と な っ て い る 遊 技 機 。
［ 発 明 ２ ］
ベ ー ス 部 は 、 遊 技 領 域 を 視 認 可 能 な 透 明 部 材 か ら な る 窓 部 を 有 す る 前 面 扉 本 体 で あ り 、
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前 記 装 飾 突 出 部 は 、 前 記 前 面 扉 本 体 の う ち 前 記 窓 部 よ り 外 側 の 側 縁 部 か ら 突 出 し 、
前 記 透 過 部 は 前 記 遊 技 領 域 の 前 面 に 沿 っ た 内 外 方 向 の 内 側 の 側 面 に 配 さ れ 、 外 側 の 側 面 は  
着 色 さ れ て い る 発 明 １ に 記 載 の 遊 技 機 。
［ 発 明 ３ ］
前 記 装 飾 カ バ ー に は 開 口 部 が 設 け ら れ 、
前 記 開 口 部 か ら 前 記 装 飾 突 出 部 の 一 部 が 露 出 し て い る 発 明 １ 又 は ２ に 記 載 の 遊 技 機 。
［ 発 明 ４ ］
前 記 装 飾 突 出 部 に は 可 動 部 材 が 設 け ら れ 、
前 記 可 動 部 材 は 、 前 記 開 口 部 に 対 し て 進 退 移 動 可 能 に な っ て い る 発 明 ３ に 記 載 の 遊 技 機 。
［ 発 明 ５ ］
前 記 可 動 部 材 は 、 遊 技 者 に よ り 操 作 可 能 に 構 成 さ れ て い る 発 明 ４ に 記 載 の 遊 技 機 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
（ 第 ３ の 発 明 群 ）
［ 発 明 １ ］
前 面 に 遊 技 領 域 を 有 す る 遊 技 盤 を 支 持 す る 支 持 枠 と 、 前 記 支 持 枠 の 前 面 を 覆 う 前 面 扉 と 、  
を 備 え 、
前 記 前 面 扉 に 前 方 へ 突 出 し た 装 飾 突 出 部 が 設 け ら れ た 遊 技 機 に お い て 、
前 記 装 飾 突 出 部 に 装 着 さ れ る 装 飾 カ バ ー を 備 え 、
前 記 装 飾 カ バ ー は 、 前 記 装 飾 突 出 部 に 装 着 さ れ た 状 態 で 、 前 記 前 面 扉 の 外 縁 部 に 係 止 さ れ  
、 前 記 前 面 扉 と 前 記 支 持 枠 と の 間 に 挟 ま れ る 固 定 具 を 複 数 有 す る 遊 技 機
［ 発 明 ２ ］
前 記 固 定 具 は 前 後 方 向 で ス ラ イ ド 可 能 で あ り 、 前 記 前 面 扉 の 外 縁 部 に 係 止 す る 第 １ 位 置 と  
、 前 記 第 ２ 位 置 よ り 後 方 で 前 記 前 面 扉 の 外 縁 部 に 係 止 し な い 第 ２ 位 置 と 、 に 配 置 可 能 で あ  
る 発 明 ２ に 記 載 の 遊 技 機 。
［ 発 明 ３ ］
前 記 固 定 具 は 、 前 記 前 面 扉 の 外 側 面 に 沿 っ て 延 び る 主 板 部 と 、 前 記 主 板 部 の 後 端 に 配 さ れ  
、 前 記 前 面 扉 の 外 縁 部 に 係 止 す る フ ッ ク 部 と 、 を 備 え 、
前 記 フ ッ ク 部 は 、 前 記 前 面 扉 の 外 縁 部 に 内 側 か ら 対 向 す る 返 し 部 を 有 す る 発 明 １ 又 は ２ に  
記 載 の 遊 技 機 。
［ 発 明 ４ ］
前 記 前 面 扉 は 一 側 辺 が 前 記 支 持 枠 に ヒ ン ジ 結 合 さ れ て い て 、 前 記 装 飾 突 出 部 は 、 前 記 前 面  
扉 の う ち 前 記 一 側 辺 と 反 対 側 の 側 辺 に 配 さ れ る 発 明 １ か ら ３ の 何 れ か １ の 発 明 に 記 載 の 遊  
技 機 。
［ 発 明 ５ ］
前 記 固 定 具 は 、 互 い に １ ０ ｃ ｍ 以 上 離 れ た ３ 位 置 に 配 さ れ て い る 発 明 １ か ら ４ の 何 れ か １  
の 発 明 に 記 載 の 遊 技 機 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
１ ０     遊 技 機
１ １     遊 技 盤
１ ２     支 持 枠
１ ３     前 面 扉
１ ３ Ｗ     窓 部
１ ４     上 皿
１ ５     下 皿
３ ０     可 動 役 物 ユ ニ ッ ト
３ １     固 定 ベ ー ス
４ ０     第 １ 可 動 部 材
５ ０     第 ２ 可 動 部 材
６ ０     装 飾 カ バ ー
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６ ０ Ａ     下 側 連 結 部
６ ０ Ｂ     上 側 連 結 部
６ ０ Ｋ     カ バ ー 開 口
６ １     外 側 カ バ ー 部
６ ５     固 定 具
６ ５ Ａ     主 板 部
６ ５ Ｂ     フ ッ ク 部
６ ５ Ｃ     返 し 部
７ ０     内 側 カ バ ー 部
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】
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